


◆やまなし環境教育ミーティング 2021～地域の自然を活かした教育／暮らし／仕事～

山梨県内の地域に根ざした暮らしや教育、環境活動をしている方を知る機会、お互いにつながる機会として、

年に一度開催。今回は「○○＋学び」の可能性を探ります。興味のある方はぜひご参加ください。

・日 時：2021 年 3 月 7 日（日）10:00～15:30

・場 所：山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター

・主 催：山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター/やまなし環境教育ミーティング実行委員会

・共 催：公益財団法人キープ協会/山梨県地球温暖化防止活動推進センター

・参加費：無料（要申し込み）

・対象者：山梨県在住。環境教育・教育・暮らし・仕事・森のようちえん・ＥＳＤ・ＳＤＧｓ・森林地球温暖化防止・

林業・エコツーリズム・自然・食・農・つなぐ・地域・地域おこし・野生動物...

・内 容：パネルディスカッション／「教育」「暮らし」「仕事」をテーマに話題提供

○教育：禰津 匡人（南アルプス子どもの村中学校教諭） ○暮らし：湯本 高士（自給農園めぐみの代表）

○仕事 ：青木 直子（富士山クラブ 事務局長）

参加者による多様な事例紹介＆情報交換～環境教育屋台村

※事例紹介を実施される方 募集しています！詳しくは WEB へ

※感染対策について／八ヶ岳自然ふれあいセンターガイドラインに基づき開催。オンラインになる可能性もあり

●お申込み・お問合せ https://ssl.formman.com/t/kvbo/

山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター 担当：大久保 山梨県北杜市大泉町西井出石堂 8240－1

TEL：0551-48-2900 メール：fureai-c@keep.or.jp

◆地球温暖化対策セミナー「脱炭素・自然エネルギーの暮らしを考える」

脱炭素社会という言葉を聞く機会が多くなりました。菅総理大臣が、2050 年までに温室効果ガスの排出を全体

としてゼロにすると宣言がきっかけで日本でも脱炭素の動きが加速してきています。このセミナーではこれからの

脱炭素ライフスタイルについて私たちの生活に身近な話題を取り上げます。

・日 時：令和 3 年 2 月 27 日（土）14:00～16:00

・会 場：山梨県立図書館 2 階 多目的ホール、オンラインでも配信

・主 催：甲府市地球温暖化対策地域協議会（甲府温対協）

・テーマ：「脱炭素・自然エネルギーのくらしを考える」

・参加料：無料

・内 容「脱炭素って？」「太陽光発電について」「資源の利用について」「未来の自動車について」

※オンライン配信は ZOOM を使用します。詳細はお申し込みの方にご案内します。

※新型コロナウィルス感染症の状況で会場開催中止の場合があります。

●お申込み （申込み項目はご確認ください） 甲府市地球温暖化対策地域協議会事務局

電話：０５５－２４１－４３１２ メール：kankyohozen@city.kofu.lg.jp FAX：０５５－２４１－６１９０

◆山梨 SDGｓ×教育 オンラインセミナー

教育と SDGｓって関係があるの？教育現場で実際にどんなことをすればいいの？他の学校ではどんなことに

取り組んでいるの？そんな疑問について皆さんで一緒に考えてみませんか

・日 時：2021 年 2 月 27 日（土）14 時～16 時

・対 象：教育や SDGｓに興味のある方

・定 員：50 名 ※ZOOM を使用しての開催です、PC やタブレットをご用意ください

・内 容：「SDGｓと教育について／SDGｓネットワークやまなし代表・内田智之」

「JICA の開発教育事業について／JICA 山梨デスク・穂坂ちひろ」「ディスカッション」

・主 催：JICA 横浜

●お問合せ・お申込み JICA 山梨デスク 穂坂ちひろ 電話：055－228-5419

メール：jicadpd-desk-yamanashiken@jica.go.jp

※お申込みフォームがあります。お問合せください

◆イベントレポート 『なかまフィールドうじゅうの森“うじゅうの森 記念祭 2020”』

さる 11 月 23 日（祝）韮崎市にて、気持ち良い秋晴れのもと開催された記念祭。広い畑に間隔をとって置かれ

た丸太、リユース食器を利用した地元飲食店ブースなど様々な配慮がなされた会場では、いつも誰かの楽しそうな

声が響いていました。まず午前は森のワークショップを体験。丸太を鋸で切って作品（鍋敷き・名札・コマ）を作る活

動は、どの親子も道具に苦戦しつつも楽しそうでしら。

代表の八巻さんと森のシンガーソングライター・証（あかし）さんによる『森のミニ対談』では、地球温暖化の話を

中心に様々な話題が飛び交いました。「私たちにできることは、他のいきものとの暮らし方を考える。みな同じよう

に地球に生きているということを想うこと」という証さんの言葉や、「うじゅうの森をみんなで手を入れ変化させて

いく活動を通して環境問題の解決などに繋げていきたい」という八巻さんの言葉がとても印象的でした。

午後に行われた、証さんの『森のゴロンコンサート』は、こどもたちが歌に合わせて楽しそうに森の木々と一緒に

リズムを刻んだり、親子でお気に入りの木の下に寝ころんで音楽を楽しみました。思い思いに森やいきものを感じら

れる心地よい時間となっていました。うじゅうの森の空間は、とてもあたたかみのあるアットホームな雰囲気、その

中で安心してくつろいで、自分のペースでそこに居ることを楽しめる素敵なイベントでした。ゆったりと自然の中で

音楽を楽しめ、地球環境にも想いを馳せることができる、子育て世代にとって優しいイベントでした。

◆オンライン勉強会レポート

『遊びながら学べる SDGs プログラム～環境マークを集めよう・こよみニストになろう～』

さる、11月 17 日（火）に、やまなし森のようちえん主催、オンライン勉強会『遊びながら学べる SDGsプログラム

～環境マークを集めよう・こよみニストになろう～』が開催されました。講師は、一般社団法人地球温暖化防止全国

ネット(以下、JCCCA)の井原妙さんで、「環境マークプログラム」と「二十四節気プログラム」を体験しました。

まずはじめは「環境マークプログラム」の体験です。当日までに集めておいた環境マークを全員で共有すると多様

なマークが集まりました。よく見るマークもありましたが、中には初めて見る環境マークもあり、どんな商品に付いて

いるのか興味がわき、その商品を探してみようという意欲につながりました。また「二十四節気プログラム」では、完

成した色鮮やかな作品を見るだけで楽しめる、しかも学びがある様子が画面の向こうから伝わってきました。

どちらのプログラムも、親子で楽しみながら学べる内容になっており、家庭での日常生活や、普段の会話の中で

「エコ」なマークや「季節」の話題が増えるようになり、そのこと自体が地球温暖化防止につながる行動変容につなが

ると考えられて作られたものだそうです。

JCCCA では地球温暖化を伝える活動に活かせる展示物や

学習教材を数多く貸し出しています。利用を希望する方は

ぜひ、この QR コードよりご覧いただき、

活用してみてください。

活動のアイディアが広がると思います！
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